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研究成果の概要（和文）：国際関係と福祉国家論の融合を目指す研究を行い、世界情勢の構造的変化が日本の健康保険
制度・国民健康保険制度の設立、展開に大きな影響を与えたことがわかった。Yoneyuki Sugita ed., Japan Viewed fr
om Interdisciplinary Perspectives (Lexington Books, forthcoming).Yoneyuki Sugita, "'Fairness' and Japanese
 Government Subsidies for Sickness Insurances," Japan Studies Review (forthcoming)

研究成果の概要（英文）：I have tried to combine international relations with welfare study. Structural 
changes in the world-system significantly affected the establishment and development of Health Insurance 
and National Health Insurance in Japan. Here is one of the research achievements. Yoneyuki Sugita ed., 
Japan Viewed from Interdisciplinary Perspectives (Lanham, MD: Lexington Books, forthcoming). Yoneyuki 
Sugita, "'Fairness' and Japanese Government Subsidies for Sickness Insurances," Japan Studies Review 
(forthcoming)
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１．研究開始当初の背景 
日本医療保険制度に関しては、多くの研究蓄
積がある。医療制度における従来の研究を精
査すると、この問題が純粋に国内問題であり、
官僚、医師会、関係学者、実業界など利益集
団間の権力闘争によって、日本の医療保険制
度が展開していったという共通の認識が見
られる。医療制度の展開において、国内政治
過程は直接的に関与するもので、大変重要な
ものである。しかし、その下地を作り上げて
いった国際要因も、少なくとも間接的要因と
して分析することも重要ではないかという
着想にいたった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、東アジアにおける国際関係
の変容と日本の医療保険制度の展開に連動
性があるという仮説を検証することである。
1920 年代の国際協調体制、1930 年代後半か
らの大東亜共栄圏構想、連合国軍占領期にお
ける国際関係からの隔離、1950 年代の日米
同盟体制という日本を取り巻く国際関係の
変容に連動する形で、日本国内に医療保険制
度が形成されていったという仮説を一次資
料を用いて検証する。 
 
３．研究の方法 
ワシントン体制と健康保険制度の形成の連
動性およびアジアのブロック化と国民健康
保険制度の形成の連動性を検証することに
主眼を置いた。そのために、コーポラティズ
ム理論、ワシントン体制、大東亜共栄圏、健
康保険法制定過程、国民健康保険法制定過程
等、個別事項に関する過去の研究業績を読み
こなし、分析枠組みの概念を精緻化するとと
もに、研究史の整理を行った。それを基礎に
して、国会図書館、国立公文書館、日本医師
会医学図書館、慶応義塾大学図書館、東京大
学図書館、大阪市立大学図書館等に存在する
一次資料を網羅的に収集・分析し、東アジア
における国際関係の変容と日本の医療保険
制度の展開に連動性があるという仮説を検
証した。 
 
４．研究成果 
英文研究書としてまとめ、学術雑誌論文に投
稿し、学会発表等も行った。 
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